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近年、脳内免疫細胞ミクログリアの活性化がさまざまな精神疾患の病態に関わっている可能性がモデル動

物などで示唆されているが、実際の患者でのエビデンスは限られている。ヒトのミクログリア活性化を評

価する代表的手法として死後脳解析やPETイメージングがあるが、こうした手法だけではミクログリアのダ

イナックで多様な活動性を十分に捉えることは不可能である。演者のラボでは、ミクログリア活性化をダ

イナミックに評価するための橋渡しツールとしてヒト末梢血単球から2週間で誘導可能なミクログリア様

(iMG)細胞の作製技術を開発し、iMG細胞を用いた精神疾患モデル細胞研究を推進している。並行して、患

者血漿を用いたメタボローム解析やエクソソーム関連解析も実施している。本稿では、こうしたヒト血液

を用いた精神疾患ミクログリア仮説解明のための橋渡し研究を紹介する。
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